
の
業
界
標
準
に
基
づ
く
デ
ー
タ
交
換
の
手
順
が
決
ま
り
、
互
い
の
情
報
交
換
や
商
取
引
の
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
る
。

日
本
で
は
昔
か
ら
「
業
界
別
Ｖ
Ａ
Ｎ
（
付
加
価
値
通
信
網
）」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
自
動
車
業
界
で

も
、
業
界
共
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
求
め
ら
れ
て
き
た
が
、
何
し
ろ
生
産
高
や
労
働
力
で
全
産
業
の
一
〇
％

を
超
え
る
巨
大
な
業
界
で
あ
る
。
完
全
な
共
通
化
に
は
時
間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
て
き
た
。

一
九
九
八
年
十
一
月
、
米
国
か
ら
と
ん
で
も
な
い
ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
て
き
た
。
米
国
の
自
動
車
業
界
が
、

業
界
共
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
上
げ
て
稼
動
に
入
っ
た
と
い
う
の
だ
。

そ
の
名
称
を
「
Ａ
Ｎ

（
＊
２
）
　
Ｘ
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
「
Ａ
Ｎ
Ｘ
」
構
築
に
よ
っ
て
、
製
造
・
販
売
・
管

理
を
結
ぶ
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
、
取
引
業
者
間
の
情
報
交
換
の
改
善
に
よ
る
品
質

向
上
並
び
に
コ
ス
ト
低
減
を
図
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
力
を
強
化
す
る
と
い
う
意
図
ま
で
知
ら
さ
れ
た
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
日
本
の
産
業
界
全
体
に
衝
撃
を
与
え
た
。
日
本
が
Ｉ
Ｔ
活
用
で
、
ま
た
米
国
に
大

き
く
差
を
つ
け
ら
れ
た
。
日
本
の
基
幹
産
業
で
あ
る
自
動
車
産
業
ま
で
欧
米
の
後
塵
を
拝
す
る
こ
と
に
な

る
の
か
、
と
誰
し
も
が
思
っ
た
。
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
頃
の
日
本
経
済
は
、
長
引
く
不
況
の
た
め
に
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
来
二
十
四
年
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
を
記
録
。
日
経
平
均
株
価
も
一
万
二
千
円
台
と
バ

ブ
ル
崩
壊
後
、
最
低
と
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
〝
わ
ず
か
〞
二
年
後
の
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
、
人
々
は
、
日
米
自
動
車
産
業
へ
の
見
方
を
、
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米
国
の
「
Ａ
Ｎ
Ｘ
」
対
、
日
本
の
「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」

銀
行
、
物
流
、
電
子
部
品
、
化
粧
品
、
食
品
‥
‥
ど
の
産
業
界
に
も
業
界
標
準
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

わ
か
り
や
す
い
の
が
「
業
界
用
語
」
だ
。「
ツ
ー
」
と
い
っ
て
「
カ
ー
」
と
通
じ
な
い
よ
う
で
は
、
そ
の

業
界
で
は
商
売
に
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
業
務
の
電
子
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
が
進
む
に
つ
れ
て
、
そ

113

自
動
車
産
業
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
神
経
網

日
本
の
自
動
車
業
界
共
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
の
軌
跡
」

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
、
自
動
車
業
界
共
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
Ｊ
Ｎ

（
＊
１
）
　

Ｘ
」
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
自
動
車
メ
ー
カ
十
三
社
を
は
じ
め
、
自
動
車
部
品
産
業

な
ど
八
百
社
以
上
を
接
続
す
る
一
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
は
、
わ

が
国
自
動
車
産
業
を
支
え
る
巨
大
な
神
経
網
で
あ
り
、
強
力
な
国
際
競
争

力
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｐ
Ａ
も
協
力
し
て
構
築
さ
れ
た
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
現
在
、
順
調
に

稼
動
し
成
長
し
続
け
て
い
る
が
、
構
築
に
い
た
る
プ
ロ
セ
ス
に
は
、
今
も

振
り
返
る
だ
け
の
価
値
が
あ
る
。
構
想
か
ら
始
動
ま
で
の
経
緯
と
現
在
、

そ
し
て
未
来
を
見
て
み
よ
う
。

＊１　JNX；Japanese automotive Network eXchange：日本自動車業界共通ネットワーク。
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す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
現
実
を
考
え
れ
ば
、「
Ａ
Ｎ
Ｘ
」
な
ど
海
外

の
共
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
国
際
接
続
も
視
野
に
入
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
先
行
し
た
も
の
を
吟
味
す
る
時
間
も
必
要
だ
っ
た
は
ず
だ
。

先
行
し
て
い
た
「
Ｖ
―
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

当
時
、
日
産
自
動
車
株
式
会
社
技
術
シ
ス
テ
ム
担
当
主
管
だ
っ
た
加
藤
廣

氏
（
現
、
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
セ
ス
株
式
会
社
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
サ
ー
ビ
ス

部
部
長
）
に
お
話
を
う
か
が
っ
て
、
推
察
の
一
部
が
当
た
っ
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
た
。（
写
真
１
）

「
私
た
ち
は
、
メ
ー
カ
五
社
で
一
九
九
五
年
か
ら
す
で
に
『
Ｖ
―
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
』

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
て
い
て
、
デ
ー
タ
の
標
準
化
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

加
藤
氏
の
話
に
出
た
「
Ｖ
―
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
」
と
は
「
ビ
ー
ク
ル
（
乗
り
物
）

Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
」
で
あ
る
。「
Ｃ
Ａ

（
＊
３
）
　
Ｌ
Ｓ
」
は
、
建
設
や
薬
品
分
野
な
ど
の
調
達

や
認
証
制
度
な
ど
で
お
な
じ
み
の
、
標
準
に
基
づ
く
情
報
共
有
・
利
活
用
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。

社
団
法
人
日
本
自
動
車
工
業
会
（
自
工

（
＊
４
）
　
会
、
Ｊ
Ａ

（
＊
５
）
　
Ｍ
Ａ
）
で
は
、
こ
の
Ｃ
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＊３　CALS；Continuous Acquisition and Life-cycle Support：継続的な調達とライフサイクルの支援。または
Commerce At Light Speed；光速＝電子速度で行う商取引。いずれにせよ、標準に基づいた情報の入力、標
準に基づいた情報の交換ができるようにコンピュータとネットを活用するシステムで、他の組織・機関との情報
交換や共有が円滑になり、コスト削減や工事短縮、品質の確保・向上といった効果が期待できる。

＊４　社団法人日本自動車工業会：自動車メーカ14社によって構成される。1967年に設立。
＊５　JAMA；Japan Automobile Manufactures Association,Inc.：日本自動車工業会。

写真１　JNXの構想段階から関わった
デジタルプロセス社加藤氏
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も
う
一
度
変
え
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

米
国
の
「
Ａ
Ｎ
Ｘ
」
に
対
抗
す
る
も
の
と
し
て
、
日
本
で
も
国
内
自
動
車

業
界
共
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」（
図
１
）
が
稼
動
し
た
と
報
じ
ら
れ

た
か
ら
だ
。
念
を
押
す
言
い
方
に
な
る
が
、「
二
年
も
経
っ
て
か
ら
」
で
は

な
い
。「
わ
ず
か
二
年
で
」
で
あ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
関
心
の
あ
る
人
な
ら
、
こ

の
「
わ
ず
か
二
年
で
」
の
意
味
が
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
う
が
、
巨
大

な
業
界
共
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
二
年
で
構
築
し
て
運
用
を
始
め
る
と
い
う
の

は
不
可
能
な
の
だ
。
回
線
を
結
べ
ば
構
築
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
ラ
イ
バ

ル
同
士
が
し
の
ぎ
を
削
る
自
動
車
業
界
を
結
び
合
い
、
産
業
を
支
え
る
神
経

網
と
す
る
に
は
、
企
業
レ
ベ
ル
、
事
務
方
レ
ベ
ル
か
ら
技
術
レ
ベ
ル
、
プ
ロ

ト
コ
ル
レ
ベ
ル
ま
で
調
整
し
て
、
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
を
そ
ろ
え
ね
ば
な
ら
な

い
。
全
課
題
を
解
決
し
、
個
別
シ
ス
テ
ム
の
試
験
、
統
合
し
て
の
試
験
を
繰

り
返
さ
ね
ば
稼
動
で
き
な
い
。
基
盤
作
り
こ
そ
重
要
な
の
だ
。

こ
れ
は
、
か
な
り
以
前
か
ら
の
慎
重
な
準
備
が
進
ん
で
い
た
と
見
る
の
が

正
し
い
。
と
な
る
と
、
日
米
の
二
年
ほ
ど
の
差
は
、
長
い
目
で
み
た
ら
些
細

な
こ
と
に
過
ぎ
な
く
な
る
。
そ
れ
に
、
自
動
車
産
業
が
国
境
を
越
え
て
活
動

115

自動車メーカー 
部品メーカー 

部品メーカー 

自動車メーカー 

部品メーカー 

部品メーカー 

自動車メーカー 

図１　JNXの概要図

出典：日本自動車研究所 JNXセンター
http://www.jnx.ne.jp/
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も
ま
ち
ま
ち
。
サ
プ
ラ
イ
ヤ
は
、
得
意
先
で
あ
る
自
動
車
メ
ー
カ
ご
と
に
回
線
を
引
き
、
端

末
機
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
自
動
車
メ
ー
カ
が
新
規
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
展
開
す
る
度
に
端
末
機
を
増
設
し
、
要
員
を
抱
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
こ
で
も

多
回
線
・
多
端
末
が
当
た
り
前
に
な
り
、
通
信
コ
ス
ト
や
管
理
コ
ス
ト
は
増
大
す
る
一
方
だ

っ
た
。
サ
プ
ラ
イ
ヤ
は
こ
れ
に
悲
鳴
を
上
げ
、
な
ん
と
か
標
準
化
の
方
向
に
向
か
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
声
が
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
い
た
の
だ
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
一
九
九
五
年
度
か
ら
一
九
九
八
年
度
ま
で
約
四
〇
億
円
を
か
け
、
自

動
車
開
発
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
セ
ス
化
を
目
的
と
し
、
デ
ジ

（
＊
１
０
）
タ
ル
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
作

成
、
電
子
会
議
シ
ス
テ
ム
、
納
期
・
進
捗
の
デ
ジ
タ
ル
管
理
、
そ
の
た
め
の
情
報
流
通
な
ど

六
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
研
究
開
発
を
お
こ
な
っ
た
。

し
か
し
、サ
プ
ラ
イ
ヤ
た
ち
に
代
表
さ
れ
る
切
実
な
標
準
化
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、

も
う
一
段
階
、
踏
み
込
ん
だ
取
り
組
み
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
。

「
一
九
九
八
年
度
末
に
『
Ｖ
―
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
』
の
成
果
を
ま
と
め
、
活
動
を
継
続
す
る
か
ど
う

か
の
論
議
に
な
っ
た
と
き
、
最
優
先
テ
ー
マ
と
し
て
挙
が
っ
た
の
が
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

標
準
化
で
す
。
自
工
会
が
『
Ｖ
―
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
』
の
テ
ー
マ
、
活
動
成
果
の
受
け
皿
と
な
り
、

新
し
い
組
織
と
し
て
電
子
情
報
委
員
会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
Ｃ
Ａ
Ｄ
部
会
と
Ｅ
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＊９　ジャスト・イン・タイム；Just-in-Time：部品の在庫を持たずに、指定時間にぴたりと合わせて部品を納入さ
せる生産方式。1980年代、日本の自動車産業躍進の原動力となり、それを見て欧米のメーカも採用した。

＊１０ デジタルモックアップ：製品の外見、内部構成などを比較、検討するために、コンピュータを用いて作成された
3次元のシミュレーションモデルのこと。
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Ａ
Ｌ
Ｓ
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
Ｃ
Ａ

（
＊
６
）
　

Ｄ
デ
ー
タ
を
標
準
化
す
る
『
Ｓ
Ｔ

（
＊
７
）
　

Ｅ
Ｐ
』
の
規
格

化
や
、
Ｅ
Ｄ

（
＊
８
）
　
Ｉ
標
準
を
策
定
し
た
『
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ
―
Ｅ
Ｄ
Ｉ
標
準
』
の
実
用
化
な
ど
を
、
早
く

か
ら
着
々
と
進
め
て
き
た
と
い
う
の
だ
。
こ
れ
ら
は
、
ま
さ
に
「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
構
築
に
必
要
な

作
業
そ
の
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
業
界
団
体
が
少
し
ず
つ
進
め
て
い
た
の
で
は
成
果
の
集
約
が
は
か
ど
ら
な
い
。

「
も
っ
と
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
」（
加
藤
氏
）、
Ｉ
Ｐ
Ａ
の
「
平
成
八
年
度
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
・
コ
マ
ー
ス
推
進
事
業
（
自
動
車
産
業
に
お
け
る
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
実
用
化
研
究

事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
に
応
募
し
た
分
も
含
め
て
、
本
格
化
し
た
の
が
、「
Ｖ
―
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
。
加
藤
氏
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
で
あ
っ
た
。

「
Ｖ
―
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
期
待
は
メ
ー
カ
ば
か
り
で
な
く
、
部
品
メ
ー
カ
な

ど
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
か
ら
も
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
切
実
な
ニ
ー
ズ
だ
っ
た
と
い
っ
て
も
い
い
。

Ｃ
Ａ
Ｄ
デ
ー
タ
が
企
業
の
枠
を
超
え
、
自
動
車
メ
ー
カ
と
サ
プ
ラ
イ
ヤ
の
間
で
流
通
し
始

め
た
の
が
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
で
、
一
九
九
〇
年
代
に
そ
の
流
通
が
急
増
し
た
。
自
動

車
の
設
計
と
型
作
り
が
、
完
全
に
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
移
行
し
た
か
ら
で
あ
る
。
Ｅ
Ｄ
Ｉ
も
同
じ
で
、

ジ
ャ

（
＊
９
）
　ス

ト
・
イ
ン
・
タ
イ
ム
の
進
展
を
受
け
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
た
。
し
か
し
、

自
動
車
メ
ー
カ
各
社
の
固
有
の
デ
ー
タ
が
流
通
し
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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＊６　CAD；Computer Aided Design：コンピュータ設計支援システム。
＊７　STEP；Standard for the Exchange of Product Model Data：異なるCADシステム間でのデータの共有

化を実現するための国際標準規格。
＊８　EDI；Electronic Data Interchange：電子データ交換。企業間で商取引に関するデータをやり取りする仕組み。
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ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
な
ど
に
つ
い
て
も
調
べ
ま
し
た
が
、
実
務
適
応
と
い
う
面
で
は
そ
れ
ほ
ど
差
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。」

当
時
、
米
国
の
自
動
車
産
業
の
Ｉ
Ｔ
化
は
マ
ス
コ
ミ
で
も
喧
伝
さ
れ
、
日
米
の
差
は
大
き
い
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
植
え
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
実
態
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
加
藤
氏
た
ち
は
彼
我
の
差
を
的
確
に
認

識
し
た
う
え
で
、
従
来
か
ら
の
取
り
組
み
の
延
長
と
し
て
「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
の
検
討
を
進
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
、
聞
こ
え
て
く
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
の
悲
鳴
が
推
進
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に

の
べ
た
。

Ｉ
Ｐ
Ａ
の
支
援
が
牽
引
力
に

自
工
会
の
企
画
部
会
の
メ
ン
バ
は
、
部
工
会
の
協
力
の
も
と
、
あ
ら
た
め
て
大
手
・
中
堅
部
品
メ
ー
カ
約

二
百
社
を
対
象
に
、
実
態
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
八
四
％
も
の
メ
ー
カ
が
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
標

準
化
実
現
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
標
準
化
の
ニ
ー
ズ
が
強
い
こ
と
を
つ
か
ん
だ
自
工
会
の
企
画
部
会
は
、
早
速
そ
の
下
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
標
準
化
の
検
討
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
た
。

米
国
「
Ａ
Ｎ
Ｘ
」
の
概
念
は
、「
業
界
共
通
の
標
準
化
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
各
メ
ー
カ
は

そ
こ
に
至
る
回
線
を
一
本
持
て
ば
よ
い
。
こ
う
す
れ
ば
、
自
系
列
の
部
品
メ
ー
カ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
他

の
自
動
車
メ
ー
カ
や
部
品
メ
ー
カ
と
も
一
本
の
回
線
で
通
信
で
き
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
狙
い
と
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Ｄ
Ｉ
部
会
、
そ
れ
ら
を
統
括
す
る
企
画
部
会
を
自
動
車
メ
ー
カ
十
三
社
で
作
り
、
日
本
版
『
Ａ
Ｎ

Ｘ
』
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。」

自
工
会
、
社
団

（
＊
１
１
）

法
人
日
本
自
動
車
部
品
工
業
会
（
部
工
会
）、
財
団
法
人
日
本
自
動
車
研
究
所
な

ど
の
協
力
体
制
の
も
と
、
日
本
版
Ａ
Ｎ
Ｘ
、
つ
ま
り
後
の
「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
の
調
査
研
究
が
、
始
動
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

日
本
版
「
Ａ
Ｎ
Ｘ
」
の
検
討
は
、
各
社
の
志
向
や
情
報
化
戦
略
の
違
い
か
ら
紆
余
曲
折
が
あ
っ

た
。
だ
が
、
と
も
か
く
検
討
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
企
画
部
会
は
始
動
し
た
。

部
会
長
に
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
Ｉ
Ｔ
部
主
査
の
蔵
永
泰
彦
氏
、
副
部
会
長

に
は
加
藤
氏
が
就
任
し
、
二
人
は
電
子
情
報
委
員
会
の
運
営
も
任
さ
れ
た
。
加
藤
氏
た
ち
は
、
米

国
自
動
車
産
業
の
Ｉ
Ｔ
化
の
状
況
を
す
で
に
把
握
し
て
い
た
。

「『
Ｖ
―
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
』
が
始
ま
っ
た
翌
年
の
一
九
九
六
年
頃
か
ら
、
メ
ン
バ
と
米
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
出
か
け
、
Ｉ
Ｔ
化
の
状
況
は
分
か
っ
て
い
ま
し
た
。
自
工
会
と
米
国
の
自
動
車
業
界
標
準
化
推

進
組
織
（
Ａ
Ｉ

（
＊
１
２
）

Ａ
Ｇ
）
と
が
公
式
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
会
議
を
発
足
さ
せ
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
米
国
も
状
況
は
同
じ
。
米
国
な
り
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
標
準
化
や
Ｃ
Ａ
Ｄ
デ
ー
タ
の

標
準
化
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ
標
準
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か

に
米
国
が
先
行
し
て
い
ま
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
の
初
め
に
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
Ａ
Ｉ
Ａ
Ｇ
標
準
を
作
り
、

ビ
ッ
グ
３
は
そ
の
標
準
を
使
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｃ

（
＊
１
３
）

Ｍ
や
ｅ
―

（
＊
１
４
）

マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
、
コ
ン

（
＊
１
５
）

カ
レ
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こ
の
「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
仕
様
の
作
成
の
段
階
か
ら
、
Ｉ
Ｐ
Ａ
の
支
援
が
実
施
さ
れ
た
。

「
一
九
九
八
年
度
先
進
的
情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
実
証
事
業
お
よ
び
産
業
・
社
会
情
報
化
基
盤
事
業
」
で
あ

っ
た
。
支
援
内
容
は
、
次
の
二
つ
で
あ
る
。

①
　
米
国
自
動
車
業
界
共
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ａ
Ｎ
Ｘ
）
の
調
査
、
お
よ
び
国
内
自
動
車
業
界
の
お
け

る
新
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
（
Ｊ
Ｎ
Ｘ
）
の
標
準
化
仕
様
の
作
成

②
　
「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
仕
様
の
実
施
検
証
に
必
要
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
、
お
よ
び
環
境
の
構
築
と
実
地

検
証
の
実
施

Ｉ
Ｐ
Ａ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、
加
藤
氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
資
金
的
な
メ
ド
が
つ
い
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
と
、
一
九
九
八
年
度
が
『
Ｊ
Ｎ
Ｘ
』
の
標
準
化

仕
様
の
作
成
、
九
九
年
度
は
環
境
の
構
築
と
実
地
検
証
と
一
年
単
位
の
サ
ポ
ー
ト
で
し
た
か
ら
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
非
常
に
加
速
し
ま
し
た
。
自
動
車
業
界
の
人
間
は
、
約
束
し
た
目
標
の
達
成
に
は
必
死
に
な
っ

て
取
り
組
み
ま
す
か
ら
、
短
期
間
で
仕
様
を
決
め
、
実
際
に
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
し

ま
し
た
。
Ｉ
Ｐ
Ａ
の
サ
ポ
ー
ト
は
、『
Ｊ
Ｎ
Ｘ
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
牽
引
力
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
と
思
い
ま
す
。」（
図
２
）
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し
て
、
①
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
コ
ス
ト
の
削
減
、
②
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
保
証
さ
れ
た
信
頼
性
の
高
い
デ
ー
タ
交

換
、
③
迅
速
な
デ
ー
タ
交
換
、
④
標
準
化
さ
れ
た
技
術
基
盤
の
採
用
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
同
様
に
Ｔ
Ｃ

Ｐ
／
Ｉ
Ｐ
を
採
用
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

米
国
「
Ａ
Ｎ
Ｘ
」
の
概
念
や
狙
い
は
、
そ
の
ま
ま
日
本
に
も
適
用
で
き
る
が
、
実
現
方
法
は
検
討
が
必
要

だ
っ
た
。
検
討
グ
ル
ー
プ
は
、
現
状
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
四
つ
の
案
に
集
約
し
て
比
較
検
討
を
行
っ
た
。

案
１
　
米
国
「
Ａ
Ｎ
Ｘ
」
そ
の
ま
ま
の
仕
様
で
展
開

案
２
　
米
国
「
Ａ
Ｎ
Ｘ
」
の
仕
様
を（
日
本
仕
様
に
）変
更
し
て
展
開

案
３
　
ま
ず
日
本
国
内
の
業
界
共
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
（
国
際
接
続
は
そ
の
あ
と
）

案
４
　
何
も
し
な
い
で
、
米
国「
Ａ
Ｎ
Ｘ
」の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
日
本
進
出
を
待
つ

そ
の
結
果
、
案
２
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
次
の
二
点
で
あ
っ
た
。

将
来
の
国
際
接
続
を
に
ら
み
、「
Ａ
Ｎ
Ｘ
」
の
基
盤
と
ベ
ー
ス
を
同
じ
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
。

お
よ
び
、「
Ａ
Ｎ
Ｘ
」
の
仕
様
は
、
日
本
と
比
べ
て
回
線
品
質
が
悪
い
米
国
の
事
情
を
考
慮
し
て
お
り
、
同

じ
仕
様
に
す
る
と
、
日
本
国
内
の
回
線
で
は
部
分
的
に
過
剰
品
質
・
コ
ス
ト
高
に
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

案
２
に
決
定
し
た
後
は
、
欧
米
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
と
も
国
際
接
続
の
た
め
の
会
合
を
頻
繁
に
行
い
、
一

九
九
九
年
三
月
に
日
本
版
「
Ａ
Ｎ
Ｘ
」（
Ｊ
Ｎ
Ｘ
）
の
仕
様
を
確
立
し
た
。
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こ
と
が
で
き
た
。

「
実
地
検
証
で
技
術
的
な
メ
ド
を
立
て
る
の
と
同
時
に
、『
Ｊ
Ｎ
Ｘ
セ
ン
タ
ー
』
の
組
織
作
り
に
着
手
し
ま

し
た
。
ど
う
組
織
化
す
る
か
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
キ
ー
で
、
独
立
し
た
法
人
に
す
る
と
か
、
既
存

の
と
こ
ろ
を
利
用
す
る
と
か
、
非
営
利
団
体
に
し
た
ほ
う
が
い
い
と
い
っ
た
シ
ナ
リ
オ
は
私
が
書
き
、
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
も
含
め
て
企
画
部
会
で
検
討
を
重
ね
て
ま
と
め
上
げ
ま
し
た
。
自
工
会
の
承
認
を
受
け
、

ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
が
一
番
大
変
で
し
た
。」

「
国
際
接
続
を
ど
う
す
る
か
も
大
変
で
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
の
議
論
を

行
い
ま
し
た
が
、
日
・
米
・
欧
の

（
＊
１
７
）
主
張
が
完
全
に
食
い
違
い
ま
し
た
。
米
国
の
主
張
は
、
各
国
が
『
Ａ
Ｎ

Ｘ
』
を
使
え
ば
い
い
。
日
・
欧
は
、『
Ａ
Ｎ
Ｘ
』
の
仕
様
は
厳
し
す
ぎ
る
か
ら
、
も
っ
と
制
限
を
ゆ
る
く
し

て
コ
ス
ト
を
安
く
し
た
ほ
う
が
い
い
。
相
互
接
続
を
高
い
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
る
か
、
低
い
レ
ベ
ル
に
合
わ

せ
る
か
、
散
々
も
め
ま
し
た
。
一
致
点
を
見
出
せ
な
い
ま
ま
、『
Ａ
Ｎ
Ｘ
』
の
運
営
委
託
の
問
題
も
絡
ん
で
、

ま
す
ま
す
話
が
複
雑
化
。
ま
ず
は
独
自
で
国
内
展
開
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
加
藤
氏
は

当
時
を
述
懐
す
る
。
こ
れ
が
「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
の
ス
タ
ー
ト
だ
。

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
、「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
は
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
拠
点
と
な
る
「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
セ
ン
タ
ー
」
は
、

日
本
自
動
車
研
究
所
に
設
置
さ
れ
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
の
特
徴
は
、
マ

ル
チ
プ
ロ
バ
イ
ダ
方
式
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
だ
。
特
定
業
者
で
は
な
く
、
複
数
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
が
認
定
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実
地
検
証
、
そ
し
て
「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
セ
ン
タ
ー
」
を
組
織

「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
一
九
九
九
年
度
を
「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
実
地
検

証
（
実
験
）
年
度
と
位
置
づ
け
、
半
年
間
を
そ
の
準
備
に
費
や
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
ソ
フ
ト
な
ど
の
共
通
部
分
は
、
実
用
化
後
も
利
用

で
き
る
よ
う
な
形
で
開
発
を
し
た
り
、
全
体
の
必
要
コ
ス
ト
を
最
小
限
に

抑
え
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

一
九
九
九
年
一
〇
月
、
実
地
検
証
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
参
加
し
た
の
は

自
動
車
メ
ー
カ
八
社
、
部
品
メ
ー
カ
二
十
五
社
、
複
数
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
な

ど
で
あ
る
。

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
Ｉ
Ｐ

（
＊
１
６
）
―
Ｖ
Ｐ
Ｎ
を
採
用
し
ま
し
た
。

当
時
、
Ｉ
Ｐ
―
Ｖ
Ｐ
Ｎ
は
出
始
め
た
ば
か
り
で
、
従
来
の
交
換
機
系
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
す
る
か
ど
う
か
悩
み
ま
し
た
。
結
局
、
先
々
、
多
少
ム
ダ

に
な
っ
て
も
い
い
か
ら
、
待
た
ず
に
や
ろ
う
。
Ｉ
Ｐ
化
が
セ
キ
ュ
ア
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
実
現
で
き
る
よ
う
な
技
術
が
出
て
き
た
と
こ
ろ
で
リ
プ
レ

ー
ス
す
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。」（
加
藤
氏
）

二
〇
〇
〇
年
三
月
、
実
地
検
証
は
順
調
に
終
了
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
目
標
ど
お
り
の
結
果
を
得
る
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イ
ヤ
一
六
社
の
「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
の
活
用
状
況
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
デ
ン
ソ
ー
、
曙
ブ
レ
ー
キ
工
業
、
ア
イ

シ
ン
精
機
な
ど
は
、
す
で
に
「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
対
応
を
完
了
。
発
注
、
見
積
り
等
、
様
々
な
シ
ス
テ
ム
が
「
Ｊ

Ｎ
Ｘ
」
経
由
で
稼
動
し
て
い
る
。
他
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
各
社
も
、
ほ
と
ん
ど
二
〇
〇
三
年
ま
で
に
本
稼
動
予

定
と
報
告
し
て
い
る
。

よ
り
具
体
的
な
「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
の
活
用
事
例
は
、「
日
本
自
動
車
研
究
所
　
Ｊ
Ｎ
Ｘ
セ
ン
タ
ー
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
セ
ミ
ナ
ー
資
料
に
詳
し
い
。
例
え
ば
、
防
振
ゴ
ム
や
ホ
ー
ス
等
の
自
動
車
部
品
を
製
造
す
る
東

海
ゴ
ム
工
業
は
、「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
直
後
か
ら
検
討
を
開
始
し
、
二
〇
〇
一
年
後
半
に
導
入
済

み
だ
。
ほ
と
ん
ど
の
国
内
自
動
車
メ
ー
カ
を
取
引
先
と
す
る
同
社
で
は
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
デ
ー
タ
交
換
や
Ｅ
Ｄ
Ｉ

の
「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
へ
の
切
り
替
え
が
進
ん
で
い
る
。
日
本
板
硝
子
も
、
二
〇
〇
二
年
三
月
頃
か
ら
「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」

へ
の
移
行
を
開
始
し
、
そ
れ
ま
で
利
用
し
て
い
た
十
二
回
線
を
「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
に
一
本
化
し
て
い
る
。
回
線

廃
止
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
、
通
信
費
の
削
減
、
デ
ー
タ
授
受
の
簡
便
化
な
ど
を
導
入
効
果
と
し
て
挙
げ
て

い
る
。

サ
プ
ラ
イ
ヤ
が
、
ど
ん
な
感
想
を
持
っ
て
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
迎
え
た
の
か
を
聞
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
株
式
会
社
シ
ョ
ー
ワ
　
管
理
本
部
情
報
シ
ス
テ
ム
室
長
・
主
幹
の
大
内
三
郎

氏
（
写
真
２
）
で
あ
る
。
同
社
は
自
動
車
部
品
の
一
次
メ
ー
カ
で
、
パ
ワ
ー
ス
テ
ア
リ
ン
グ
、
シ
ョ
ッ
ク

ア
ブ
ソ
ー
バ
、
ガ
ス
ス
プ
リ
ン
グ
、
二
輪
の
フ
ロ
ン
ト
ク
ォ
ー
ク
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
ギ
ヤ
な
ど
を
主
要
製
品
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プ
ロ
バ
イ
ダ
（
Ｃ
Ｓ

（
＊
１
８
）

Ｐ
）
と
し
て
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

共
通
の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を
保
証
し
な
が
ら
も
、
結
果
と
し
て

競
争
環
境
が
生
ま
れ
、
コ
ス
ト
低
減
が
図
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

コ
ア
に
な
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
専
用
線
接
続
サ
ー
ビ
ス
と
ダ
イ

ヤ
ル
ア
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
二
つ
。
そ
の
後
、
Ｉ
Ｐ
―
Ｖ
Ｐ
Ｎ
を

使
い
、
Ｃ
Ｓ
Ｐ
を
通
し
て
「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
に
ア
ク
セ
ス
す
る
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
る
。
ま
た
、
懸

案
だ
っ
た
「
Ａ
Ｎ
Ｘ
」
と
の
国
際
接
続
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
Ａ

Ｇ
か
ら
Ａ
Ｎ
Ｘ
の
運
営
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
さ
れ
て
い
た
エ
ー
・

エ
ヌ
・
エ
ッ
ク
ス
・
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
社
と
基
本
合
意

し
、
二
〇
〇
三
年
一
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
（
図
３
）。

「
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
待
ち
望
ん
で
い
た
」

「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
切
実
に
待
ち
望
ん
で
い
た
の

が
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
業
界
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
部

工
会
の
調
査
リ
ス
ト
「
仕
入
先
向
け
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
調
査

一
覧
表
（
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
二
一
日
現
在
）」
に
は
、
サ
プ
ラ

125
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か
っ
た
で
す
ね
。」

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
、「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
と
同
時
に
、
同

社
は
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
た
。

「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
接
続
前
の
同
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
専
用
線
と
ダ
イ
ヤ
ル
ア

ッ
プ
回
線
を
合
計
十
八
回
線
も
引
い
て
い
た
。
得
意
先
で
あ
る
自
動
車
メ
ー

カ
が
八
社
あ
り
、
同
社
の
工
場
・
研
究
所
が
六
カ
所
。
自
動
車
メ
ー
カ
か
ら

は
各
工
場
が
生
産
し
て
い
る
部
品
に
対
し
て
要
請
が
あ
る
た
め
、
必
要
性
の

あ
る
す
べ
て
の
工
場
に
専
用
線
を
引
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

こ
れ
ら
の
回
線
費
用
は
、
毎
月
膨
大
な
額
に
な
っ
た
。

「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
接
続
後
（
そ
の
間
に
得
意
先
が
九
社
に
増
え
て
い
た
）
は
、
Ｃ

Ｓ
Ｐ
と
五
百
十
二
ｋ
ｂ
ｐ
ｓ
一
本
の
専
用
線
で
接
続
す
る
こ
と
で
自
動
車
メ

ー
カ
九
社
す
べ
て
と
結
ば
れ
て
い
る
。
当
然
、
回
線
費
用
は
大
幅
に
削
減
さ

れ
、
以
前
の
五
分
の
一
。
ま
た
、
各
工
場
の
多
端
末
も
解
消
さ
れ
、
管
理
コ

ス
ト
も
大
幅
に
削
減
さ
れ
て
い
る
。（
図
４
）

「『
Ｊ
Ｎ
Ｘ
』
接
続
で
、
ぜ
ひ
と
も
実
現
し
た
か
っ
た
の
が
、
受
注
か
ら
出

荷
ま
で
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
情
報
の
流
通
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
お
得
意
様
か
ら

注
文
を
受
け
て
、
計
画
を
立
て
、
取
引
先
で
あ
る
二
次
メ
ー
カ
さ
ん
に
発
注
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と
し
て
い
る
。

「
十
五
年
前
、
米
国
オ
ハ
イ
オ
州
コ
ロ
ン
バ
ス
の
工
場
を
立
ち
上
げ
る
と
き
に
、

近
く
に
あ
る
自
動
車
メ
ー
カ
さ
ん
と
の
受
発
注
シ
ス
テ
ム
を
作
る
よ
う
に
と
米
国

出
張
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
相
当
時
間
が
か
か
る
な
と
思
っ
て
行
っ
て
み

る
と
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
加
入
し
て
回
線
の
接
続
を
申
し
込
む
だ
け

で
い
い
。
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
用
意
さ
れ
、
自
動
車
メ
ー
カ
の
メ
ニ
ュ
ー
の
中

か
ら
取
引
先
を
選
ぶ
と
受
発
注
が
で
き
る
。
お
国
柄
の
違
い
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

情
報
交
換
は
競
争
の
道
具
で
は
な
く
、
共
有
の
道
具
に
し
て
い
る
。
こ
れ
で
、
私

の
意
識
も
変
わ
り
ま
し
た
。」

「
わ
れ
わ
れ
一
次
メ
ー
カ
は
、
自
動
車
メ
ー
カ
さ
ん
や
二
次
メ
ー
カ
さ
ん
と
情
報

交
換
を
や
ら
な
い
と
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
な
ん
か
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
道
具
で

あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
は
、
専
用
線
を
引
く
と
も
の
す
ご
い
コ
ス
ト
に
な
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ダ
イ
ヤ
ル
ア
ッ
プ
接
続
で
は
、
図
面
な
ど
の
送
受
信
は
む
ず

か
し
い
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
も
不
安
。
速
度
面
で
は
後
に
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
が
出
て
き
ま

し
た
が
、
や
は
り
部
品
の
単
価
な
ど
が
競
争
相
手
に
流
れ
て
し
ま
う
の
は
ま
ず
い
。

画
像
デ
ー
タ
が
送
受
信
で
き
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
保
証
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
欲
し
い
。
で
す
か
ら
、『
Ｊ
Ｎ
Ｘ
』
が
出
来
る
と
聞
い
た
と
き
は
、
最
高
に
嬉
し

127
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し
て
、
部
品
を
納
入
し
て
も
ら
う
。
そ
れ
を
加
工
・
組
み
立
て
を
し

て
お
得
意
様
に
納
入
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
Ｕ
タ
ー
ン
し
て

流
れ
る
情
報
を
一
気
通
貫
に
し
た
か
っ
た
の
で
す
。」

大
内
氏
の
狙
い
は
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
。
自
動
車
メ
ー
カ
が

市
場
か
ら
受
注
し
、
部
品
の
発
注
を
一
次
メ
ー
カ
で
あ
る
同
社
が
受

け
、
部
品
の
材
料
を
二
次
、
三
次
メ
ー
カ
に
発
注
す
る
と
い
う
情
報

の
流
れ
す
べ
て
を
電
子
化
・
自
動
化
で
き
れ
ば
、
情
報
伝
達
の
工
数

は
軽
く
五
〜
六
日
は
短
縮
で
き
る
。
自
動
車
メ
ー
カ
と
同
社
の
間
で

は
専
用
線
を
介
し
て
情
報
交
換
の
電
子
化
・
自
動
化
が
実
現
さ
れ
て

い
た
が
、
問
題
は
二
百
〜
三
百
社
に
上
る
二
次
、
三
次
メ
ー
カ
と
の

情
報
交
換
。
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
で
行
わ
れ
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
短

縮
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
。
大
内
氏
は
、
そ
こ
に
「
Ｊ
Ｎ

Ｘ
」
を
利
用
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
受
注
か
ら
出
荷
ま
で

の
情
報
の
一
気
通
貫
を
確
立
し
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
三
年
一
〇
月
、
同
社
は
、
従
来
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
新

取
引
先
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（「
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
―
Ⅱ
」）
へ
切
り
替
え
た
（
図

５
、
６
）。「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
接
続
三
十
五
社
を
始
め
と
し
て
、
二
次
メ
ー

129
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ま
た
、
大
内
氏
は
、
次
の
よ
う
に
力
説
す
る
。

「『
Ｊ
Ｎ
Ｘ
』
が
、
な
ぜ
必
要
で
、
何
の
た
め
に
や
る
の
か
と
い
う
基
本
的
な
と
こ
ろ
を
知
っ
て
欲
し
い
。

自
動
車
メ
ー
カ
さ
ん
に
接
続
し
ろ
と
い
わ
れ
た
か
ら
接
続
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
す
。
ウ
チ
の

よ
う
に
、『
Ｊ
Ｎ
Ｘ
』
を
使
っ
て
部
品
の
二
次
メ
ー
カ
さ
ん
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
す
る
と
こ
ろ
は
、

ま
だ
ま
だ
少
な
い
。
こ
れ
が
な
ぜ
必
要
で
、
何
の
た
め
に
や
る
の
か
と
い
う
と
、
情
報
の
共
有
と
情
報
交
換

の
ス
ピ
ー
ド
で
す
よ
。
線
つ
ま
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
大
切
で
す
が
、
そ
こ
に
乗
せ
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

も
っ
と
重
視
し
た
い
。
わ
れ
わ
れ
は
線
だ
け
引
い
て
も
意
味
が
な
く
、
そ
の
上
に
乗
せ
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
る
か
ら
線
が
必
要
な
の
で
す
。ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
、ま
だ
ま
だ
推
進
が
弱
い
で
す
ね
。」

「
皆
さ
ん
が
『
Ｊ
Ｎ
Ｘ
』
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
、
情
報
を
共
有
し
て
い
け
ば
、
日
本
の
自
動
車
産
業
の

競
争
力
向
上
に
ず
い
ぶ
ん
貢
献
す
る
と
思
う
。
そ
れ
に
は
、
自
動
車
業
界
全
体
で
情
報
の
一
気
通
貫
を
意
識

し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
Ｑ
Ｃ
Ｄ
（
品
質
・
コ
ス
ト
・

物
流
）
の
情
報
交
換
を
拡
大
し
て
、
そ
の
中
か
ら
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
新
し
い
需
要
と
商
品
価
値

を
高
め
る
こ
と
が
競
争
力
強
化
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。」

「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
と
深
く
関
わ
っ
て
き
た
二
人
か
ら
す
る
と
、
そ
の
成
長
ぶ
り
は
ま
だ
ま
だ
は
が
ゆ
い
よ
う
だ
。

し
か
し
、
自
工
会
の
積
極
的
な
普
及
促
進
に
よ
り
、
い
ま
や
確
実
に
日
本
の
自
動
車
産
業
を
支
え
る
神
経

と
な
り
、
血
管
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
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カ
約
二
百
社
と
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
他
の
二
次
メ
ー
カ
に
対
し
て
も
精
力
的
に
「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
の
利

用
を
勧
め
て
い
る
と
い
う
。

「
な
ぜ
必
要
で
、
何
の
た
め
に
や
る
の
か
の
理
解
を
」

実
用
化
か
ら
三
年
、
着
実
な
成
長
を
見
せ
て
い
る
「
Ｊ
Ｎ
Ｘ
」
だ
が
、
ど
う
評
価
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

前
出
の
加
藤
氏
は
、
こ
う
見
て
い
る
。「
自
動
車
メ
ー
カ
側
に
と
っ
て
、
最
大
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
オ

ー
プ
ン
調
達
で
す
。
従
来
は
新
規
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
と
取
引
を
始
め
よ
う
す
る
と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
か

ら
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
を
省
略
で
き
る
わ
け
で
す
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
調
達
は
ま
す
ま

す
加
速
す
る
は
ず
で
す
。
ち
ょ
う
ど
『
Ｊ
Ｎ
Ｘ
』
が
実
用
化
さ
れ
る
前
年
の
一
九
九
九
年
四
月
に
カ
ル
ロ

ス
・
ゴ
ー
ン
さ
ん
が
日
産
自
動
車
に
来
て
、
一
〇
月
に
再
建
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
そ
れ
ま

で
技
術
力
と
信
頼
関
係
で
成
り
立
っ
て
い
た
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
と
の
固
定
的
な
関
係
を
一
切
廃
し
、
個
別
の
案

件
ご
と
に
技
術
と
コ
ス
ト
で
取
引
を
行
う
と
言
明
し
ま
し
た
。
こ
の
方
針
は
、
日
産
だ
け
で
な
く
業
界
全
体

に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
各
社
が
オ
ー
プ
ン
調
達
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。『
Ｊ
Ｎ
Ｘ
』

は
、
ま
さ
に
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。」

「『
Ｊ
Ｎ
Ｘ
』
が
今
後
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
さ
ら
に
ユ
ー
ザ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
自
動
車
業
界
の

み
な
ら
ず
他
の
業
界
も
利
用
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
発
展
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
組
織
体
制

も
よ
り
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
良
い
で
す
ね
。
当
初
の
構
想
も
、
そ
う
だ
っ
た
の
で
す
か
ら
。」
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